
◇  　 令和５年度指定管理者事業評価書
指定管理料 利用料金 支出 施設運営の方針

初年度 25,877,274円 27,308,276円

利用者さんから笠縫の行事や支援員間
雰囲気を高く評価されている事や、その
事が入所前の段階から入所の決め手と
される事も聞いているので、ニーズに応
えられるよう維持・向上を目指していく。

２年目 23,587,856円 24,931,143円

利用者さんから笠縫の行事や支援員間
の雰囲気を高く評価されている事や、そ
のことが入所前の段階から入所の決め
手とさえ聞いてるので、ニーズに応えら
れる様に維持・向上を目指していく。

３年目 22,917,171円 25,981,166円

利用者さんから笠縫の行事や支援員間
の雰囲気を高く評価されている事や、そ
のことが入所前の段階から入所の決め
手とさえ聞いてるので、ニーズに応えら
れる様に維持・向上を目指していく

令和2年4月1日 ～ 令和7年3月31日 ４年目 23,474,997円 25,479,181円

利用者さんから笠縫の行事や支援員間
の雰囲気を高く評価されている事や、そ
のことが入所前の段階から入所の決め
手とさえ聞いてるので、ニーズに応えら
れる様に維持・向上を目指していく

令和5年4月1日 ～ 令和6年3月31日 ５年目

●総合評価の基準

5 ☆☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆☆である 公募

4 ☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆である 使用料

3 ☆☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆☆である 平成18年4月1日

2 ☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆である 平成１４年度

1 ☆ 評価基準に☆が１以上ある 包括的委託

◆総括評価を概括した総合評価の所見(成果・改善等)

●指定管理者の総合自己評価… ●市(施設所管課)の総合評価… ☆☆☆☆

指定期間

使用料・利用料金制の別

指定管理者による運営開始日

施設の供用開始日

指定管理導入前の運営形態

評価対象期間

公募・非公募の別

☆☆☆☆

コロナが５類に下がり、色々な制限がなくなった事により色々な事に取り組む事ができた。また、例
年通り保護者アンケートを行い課題とニーズを掴み運営していく。支援員の質の向上を目指し日々
の支援員会議等でそれぞれが見た事や聞いた事を伝え合い学びの場とし、保育現場に還元してい
く。

施設ＨＰアドレス

（公募による応募状況等）
公募による募集を行い、草津市指定管理者選定評価委員会での審査、意見により候補者選定
を行った。現指定管理者は過去からの実績を踏まえ、他の申請団体と比して保育理念等に優
れ、児童に対する安全管理について学校等関係機関との連携を密にしている点で高く評価で
き、指定施設の効用を最大限に発揮した施設の管理・運営を果たしている。
（使用料導入についての効果の検証）
公設児童育成クラブは草津市児童育成クラブ条例に基づき、保育料を一律としているため、他ク
ラブとの差異や、指定管理者としてのインセンティブはなく、利用料金制の導入は行っていない。

指定管理者名 労働者協同組合労協センター事業団

各科目において多少予算との差異はあった
が全体的に予定通りの金額に収まっている。
当初に予定していた行事がいくつか中止に
なっていたがその分コロナでも出来る事に注
力し利用者に還元する事ができた。(差額に
ついては、おやつ代等で対応)

各科目において多少予算との差異はあった
が全体的に予定通りの金額に収まっている。
当初に予定していた行事を行うことが出来
た。

ｃｑｐｐ49202＠Offce.eonoet.ne.jp

各科目において多少予算との差異はあった
が全体的に予定通りの金額に収まっている。
当初に予定していた行事がいくつか中止に
なっていたがその分コロナでも出来る事に注
力し利用者に還元する事ができた。(差額に
ついては、おやつ代等で対応)

公募・非公募、使用料・利用料金制の導入についての効果の検証

概ね適正な管理運営ができている。人員配置、保育業務、学校・地域との連携、児童・保護者へ
の対応、苦情・要望への対応など、サービスの質の向上に努めながら、良好に管理運営がなさ
れている。

事業目標および管理・運営に対する評価(事業年度終了後記入）

○その他の項目

事業目標および管理・運営に対する自己評価(事業年度終了後記入）

今年度は、コロナで出来なかったプチ夏祭りやニコニコ合同のハロウィンや春の遠足など大きな行
事をする事が出来た。また、生活リズムなどもゆっくり学ぶ事が出来たと感じる。子ども達と保護者さ
んからの満足も得る事ができた。退会される利用者さんもどれも前向きな理由で退会されたので保
護者さんとの関係も良好であったと感じた。大きな事故も無く安全に保育に取り組めた。研修につい
て市が開催の研修受けたが保育の時間が被ってしまったりと止む無く不参加という事もあったが次
年度はしっかりと研修も受けたいと感じる。

令和５年度の管理・運営に係る事業目標（年度当初に記入）

施設名 のびっ子「笠縫」 経理の状況

施設所管課 子ども未来部 子ども・若者政策課

各科目において多少予算との差異はあった
が全体的に予定通りの金額に収まっている。
当初予定していた行事がいくつかなくなって
しまったが、その分コロナでもできる行事に
注力し利用者に還元する事ができた。(差額
については、おやつ代等で対応)



◆評価基準

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆

☆☆

☆

施設全般の管理運営に関する業務(職員の配置や研修の実施、入所状況等)(仕様書 P1,2)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

事業の実施に関する業務(保育・事業の充実に向けた取組、個人情報の取扱い等)(仕様書 P1,2)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

児童の保育に関する業務(おたよりの活用、アンケートの実施、児童への対応等)(仕様書 P2,3)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

管理物件の維持保全等に関する業務(保守点検、安全対策等)(仕様書 P3,4)

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

仕様書・協定書等の基準を遵守し、概ねその水準に沿った内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守しておらず、改善が必要な内容である

◇施設に係る主な指定管理業務
草津市児童育成クラブ条例第３条に定める、次に掲げる業務
(1)　放課後児童健全育成事業の実施に関する業務
(2)　クラブの施設および設備の維持管理に関する業務
(3)　前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりもはるかに優れた内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

仕様書・協定書等の基準は遵守し、若干の改善が必要な内容である
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畳・網戸の劣化などが目立ってきた為、修繕した。日常の安全点検も上半期同様行い
特に施設内での不備は無かった。しかし、施設外では施設外では施設を囲む大きな
ネットの破損が見られる。

ファシリティーマネジメントを行い、施設の用点検項目を報告した。いくつか破損が見ら
れたり微細な傷もあったが、そこについては実害が発生しないであろうという見解から
様子見の状態である。しかし直さないといけないが莫大な費用がかかるため、保留の
状態になっているものもある。細かい修繕は修繕費や指定管理の範囲内で行った。

安全対策として、防犯・防災マニュアルを作成し、それに基づいて点検や訓練を実施さ
れた。日々の点検を通じて修繕箇所を把握し、安全対策に努められた。

今年度はしっかりと入所説明をする事が出来た。子ども・保護者さん共に面談もする事
ができ、面談の大切さを知った。子ども達の成長もスローペースでではあったが各子ど
も達のペースに合わせ、支援員会議の充実を図ること」で以前の様に行かないが生活
リズム・交友関係の構築などができた。

おたよりを通じて児童の様子を保護者に伝えられていた。また、必要に応じて個別懇談
を実施し、クラブでの様子、家庭での様子を共有し、保護者とのコミュニケーションを図
られた。

上半期で土台作りに専念する事で子ども達の生活基盤が出来上がってきた。善悪の
区別や行事を考えて、のびっ子のリーダーの育成にも務めたその為かのびっ子で何か
問題が起きた時にはリーダーが中心となり話し合いなどがする事ができた。また、対面
で話すことが出来る様になったので、日々の出来事やお便りを渡せたりアンケートを取
り反映させるなど信頼関係が作れるように円滑に取り組む事ができた。

上半期は、支援員の配置をしっかりとする事が出来た。また、ZOOなどでアレルギーや
災害などの研修受け支援員の意識を向上することが出来た。

仕様書に定める基準を遵守しながら適正に運営された。研修にも積極的に参加され、
支援員の資質向上に努められた。

下半期は、市役所の読み聞かせなどの研修を会場で受ける事が出来た。また、大きな
行事では、ゆとりをもち支援員の配置が出来た。入所状況は家庭環境の変化（お留守
番ができる・職場の時間が変わるなど）で退所する子が。開設は例年通りの回数ででき
た。

仕様書に定める基準を遵守しながら適正に運営された。市が実施する研修にも積極的
に参加され、支援員等の資質向上に努められた。

おたよりや送迎時の時間を通じて児童の様子を保護者に伝えられていた。実施した保
護者アンケートの内容を協議し、その内容を保護者にきちんと還元することで、保護者
とのコミュニケーションを図ることに努められた。

安全対策として、防犯・防災マニュアルを作成し、それに基づいて点検や訓練を実施さ
れた。日々の点検を通じて修繕箇所を把握し、安全対策に努められた。

保育では、必要最低限のルール・過ごし方についてを行った。また、夏祭り、遠足に向
けた取り組みをしながら保育を行った。保護者さんからの評価を聞く限りでは、とても好
評たと感じた。

工夫され時季に合ったイベントを実施された。集団生活の中で、のびっ子内でのルール
の定着を図り、規則正しい生活リズムを身に着けるよう指導されていた。

制限することなく夏祭り、遠足と大きな行事に取り組む事が出来た。。個人情報も取り
扱いには年間を通して厳重に保管し、利用者の情報を共有する際は個人情報の話を
踏まえ伝達を行ってきた。

工夫され時季に合ったイベントを実施された。個人情報については、取り扱いに細心の
注意を払い管理された。


